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１　事務事業の目的・内容

令和4年度 令和5年度 目標方向

1 83 111 ↓

2
3
4
5

0.17 1122 1122 0.17 1122

0 0 0 0 0

事務事業Ｎｏ． 5- 9

事業名 防犯事業経費
会計
一般

事業
目的 対象 地域・自治会・児童・生徒・学生等

目的（対象がどのよ
うな状態になっている

か）

情報発信等により地域の防犯意識を高め、犯罪等からの被害を未然に防
止するため地域安全活動の推進と生活環境の保全、防犯等の維持管理を
行うことにより、安全・安心のまちづくりを実現する。

事業内容

防犯啓発事務…いなべ警察、東員交番、員弁地区生活安全協会と連携して、地域への広報・行政メール等
の情報提供や啓発活動、自治会への防犯のぼり旗の提供等、防犯対策を推進する。
防犯灯維持管理事務…不特定多数の方が通行する生活道路で、夜間の事故や犯罪の抑止効果を図るため、
適正な維持管理に努める。
関係機関と連携し、犯罪被害者等支援条例に基づき支援体制を構築する。

政　策 8　安全と安心を守るために 課名 町民課

施　策 8-2　交通安全・防犯・消費者保護対策の充実 係名 町民活動係

２　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

指標

指標名 令和3年度 単位 令和7年度（目標）

犯罪認知件数 66 件 93

令和4年度（決算） 令和5年度（決算） 令和6年度（予算）

全体事業費（千円）A+B 8,492 8,542 9,506

財源
内訳

直接事業費Ａ 7,370 7,420 8,384
　　　　　うち一般財源 7,385 7,300 8,254

人件費（千円）B 1,122 1,122 1,122

内訳
一般職員（人・千円） 0.17

臨時職員（人・千円） 0

Ｂ町が担うとともに、町民
協働を進めるべき 効率性

対象者の適切性 Ａ対象者は適正である

コストの削減 Ａ削減の余地はない

３　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善＜※主管課長記入＞

（１）事務事業についての評価及び今後の方向性

個別評価 必要性

今後の必要性 Ｂ必要性は変わらない 有効性 目標達成度 Ａ達成できた

町関与の必要性

②R5年度
に実施し
た取り組
み

防犯灯の維持・管理及び新設並びに、不審者
情報等の行政メール配信、自治会へ防犯啓発
のぼり旗の配布を行った。
また、犯罪被害者施策集の内容を更新した。

④今後の改
善計画

防犯灯の維持・管理、不審者情報等の
行政メール配信、自治会へ防犯啓発の
ぼり旗の配布を継続するとともに、犯
罪被害者等支援施策集をもとに支援体
制を構築する。

総合評価 Ⅱ　継　続（事業内容の現状が最良でこのまま継続すべき）

（２）事務事業の業務改善について

①R5年度
の改善計
画

防犯灯の維持・管理、不審者情報等の行政
メール配信、自治会へ防犯啓発のぼり旗の
配布を継続するとともに、犯罪被害者等支
援施策集をもとに支援体制を構築する。

③取組の課
題

地域住民の防犯意識がさらに高ま
り、防犯活動が活性化されていく
ことが必要である。


